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午後１時０分開会

知事説明

知事のコロナ感染に係る一連の経緯等について

出席議員（36名）
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徳重 忠夫 外山 衛

中野 一則 西村 賢

野﨑 幸士 濵砂 守

日髙 利夫 日高 博之

日髙 陽一 二見 康之

蓬原 正三 丸山裕次郎

右松 隆央 安田 厚生

山下 寿 山下 博三

横田 照夫 岩切 達哉

太田 清海 田口 雄二

満行 潤一 山内佳菜子

河野 哲也 坂本 康郎

重松幸次郎 前屋敷恵美

来住 一人 井上紀代子

有岡 浩一 図師 博規

欠席議員（１名）

星原 透

※ 多数会派・５０音順

執行部出席者

知 事 河野 俊嗣

副 知 事 日隈 俊郎

副 知 事 永山 寛理

総合政策部長 松浦 直康

総 務 部 長 渡辺 善敬

事務局職員出席者

事 務 局 長 渡久山武志

事務局次長 坂元 修一

総 務 課 長 濱﨑 俊一

議 事 課 長 鬼川 真治

政策調査課長 伊豆 雅広

◎ 開 会

○二見康之座長 全員協議会を開会いたしま

す。

まず、議長から御挨拶をお願いします。

◎ 議長挨拶

○中野一則議長〔登壇〕 皆さんお疲れさまで

す。全員協議会が開催されるに当たり、一言御

挨拶を申し上げます。

本日は、緊急の招集にもかかわらず御出席い

ただき、ありがとうございます。今回、知事が

新型コロナウイルスに感染した際に、特に県民

への情報提供の在り方に混乱が生じた事案につ

きましては、私としても誠に遺憾に思うところ

であります。このことについて、先日、議会に

対して知事が直接謝罪したい旨の申出がありま

した。

私としましては、それは当然のことだと思

い、議員の皆さん全員が説明を受ける必要があ

ると判断しましたので、本日、全員協議会を開

催することにしました。

なお、さきの幹事長会議において協議してい

ただき、各会派に質問の機会を設けるなど調整

を行ったところであります。

この後、経緯や処分について知事から説明が

ありますので、全員協議会の円滑な進行に御協
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力をお願い申し上げまして、御挨拶といたしま

す。〔降壇〕

○二見康之座長 ありがとうございました。

本日の日程は、お手元に配付の次第のとおり

進めたいと思いますので、御了承ください。

それでは、知事のコロナ感染に係る一連の経

緯等について、知事から説明をお願いします。

◎ 知事説明

○知事（河野俊嗣君）〔登壇〕 このたび、議

員の皆様におかれましては、大変お忙しいとこ

ろ全員協議会を開催し、私のコロナ感染に伴う

一連の経緯について謝罪及び説明の機会をいた

だき、誠にありがとうございます。

まず冒頭におきまして、年末年始にかけての

私の誤った対応、判断につきまして謝罪をさせ

ていただきます。

私は医療非常事態宣言下において、県民の皆

様に、感染拡大防止のため、最大限の警戒と、

高齢者及び地域医療を守る行動をお願いする

中、幾分体調の異変を感じながら、宮﨑神宮な

どの参拝のため外出をしておりました。

また、私の行動に関する情報提供において、

報道機関に対しまして、一度提供した記載内容

の変更の相談を行うとともに、不十分な内容で

の情報提供を行いました。そして、こうした一

連の対応により、県政への信頼を大きく失墜さ

せることとなりました。このたびのことは、私

の軽率な行動、判断の誤りが起こした事態であ

り、その責任を痛感しております。

改めまして、議員の皆様、そして県民の皆

様、全国の本県ゆかりの皆様に、深く心よりお

わびを申し上げます。誠に申し訳ございません

でした。

それでは、私の年末年始の行動及び報道機関

への対応についての経緯と、私自身の処分の内

容について説明をさせていただきます。

お手元の配付資料に記載しております一連の

経緯に沿って御説明申し上げます。まず、12

月29日、30日には、挨拶回りで県内各地を訪れ

ております。31日は、15時過ぎに宮﨑神宮及び

宮崎県護国神社、これは選挙後初めての参拝を

したところでございます。その後、16時頃に宮

崎八幡宮を訪れたところ、ちょうど大祓式が始

まろうとしていたタイミングでお声がけをいた

だいて参加したところであります。

１月１日は、14時頃、初詣のため宮﨑神宮、

宮崎県護国神社を訪れ、それ以外の時間は公舎

で過ごしておりました。その間の症状としまし

ては、コロナの陽性が判明した後に振り返って

みれば、12月30日の夜から多少喉の痛みを感じ

ていたように思いますが、選挙後は喉がいが

らっぽい状態が続いており、喉を酷使した影響

によるものと考えておりました。もっと慎重に

判断し、行動すべきであったと深く反省をして

おります。

１月１日の夕方から倦怠感を感じ、喉の痛み

も増し、そして２日の朝になって38度の発熱が

ありましたので、抗原検査キットによるセルフ

テストを行い、陽性が判明したところでありま

す。その後、６日まで自宅療養とし、８日に公

務に復帰したところであります。

次に、宮崎日日新聞社に掲載された「知事の

動き」の変更相談について、御説明申し上げま

す。

宮日新聞には毎日、「知事の動き」というタ

イトルで、その前日の私の行動歴を掲載いただ

いております。公務及び政務等に関する行動歴

で、その内容は秘書広報課の職員が原稿を作成

し、その日のうちに宮日新聞社に提供して、翌
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日に掲載されるという流れになっております。

１月１日分につきましては、１日の夜、職員

から宮日新聞社に対し、「14時宮﨑神宮、県護

国神社に初詣、終了後公舎へ」と提供をしてお

ります。

翌２日に私のコロナ陽性が判明して以降、職

員から宮日新聞社に対して、メールと電話で

「終日公舎などで過ごす」という記載内容への

変更を相談しております。その際、事前に職員

から私に対し、「差し替えが可能ならば、記載

内容の変更の相談をしていいか」との提案があ

りましたが、その時点で、はっきり否定するな

ど、明確な判断及び指示を行いませんでした。

真摯に反省すべきものと考えております。

またあわせて、１月２日の私のコロナ感染に

関するプレスリリース資料の中では、１月１日

の私の行動履歴を、「公舎などで過ごす」と記

載し、宮﨑神宮等への初詣の記載をしておりま

せん。このことにつきましても、事前に職員か

らその記載内容について確認がありましたが、

明確に記載すべきだとの指示を行っておりませ

ん。適切な判断を欠いた対応となりましたこと

を、深く反省しております。

その後、宮日新聞社から、「「知事の動き」

の記載内容の変更は認められない」という回答

があったことを受けて、プレスリリースを私な

りに補完するために、フェイスブックで、初詣

も含む行動歴を追加して投稿したところであり

ます。本来であれば、公式のプレスリリースで

追加情報を提供するよう私が指示すべきであっ

たところを、これについても誤った判断、対応

であったと深く反省をしております。

一連の経緯は以上であります。このように、

私の軽率な行動や誤った判断が大きな問題を引

き起こし、県政に対する信用を失墜させ、県議

会をはじめ県民の皆様に、大変御迷惑や御心配

をおかけすることとなりました。深く反省をし

ております。

今回の件につきまして、全ての責任は私にご

ざいます。このため、私自身に対する処分を科

したいと考えております。

その内容としては、給料の減額措置を行うこ

ととし、具体的には、給料の100％を２か月間減

額したいと考えております。減額に必要な条例

案につきましては、２月定例会においてお諮り

したいと考えておりますので、県議会の皆様に

おかれましては、何とぞ御理解を賜りますよう

お願い申し上げます。

今回の問題を受けまして、その深い反省に基

づき、まずは私自身が県政を担うトップとし

て、意思決定や指示等を適切かつ明確に行うと

ともに、職員に対しまして、改めて組織内での

適切な情報共有や判断を行うこと、また県民の

皆様や報道機関の皆様への迅速かつ正確な情報

提供を行うこと、その徹底を図ってまいりま

す。

今回の私の誤った対応と判断が、県政に対す

る信頼の失墜につながったことを深く反省し、

一日も早く県民の皆様の信頼を取り戻すことが

できるよう、責任ある県政運営に努めてまいり

ます。

現下のコロナや物価高騰等で大きな影響を受

けておられる県民の生活や経済活動の一刻も早

い本格的な回復や、さらなる県勢発展に向け、

誠心誠意取り組んでまいる所存でございます。

以上であります。〔降壇〕

○二見康之座長 以上で説明は終わりました。

◎ 質 問

○二見康之座長 それでは、質問に入りたいと
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思いますが、事前に質問の申出がありました会

派を順次指名いたしますので、よろしくお願い

します。

まず、自由民主党、横田照夫議員。

○横田照夫議員 自由民主党の横田照夫です。

自由民主党を代表しまして質問させていただき

ます。

今回の案件につきましては、私たち議員の下

にも多くの県民から、厳しい意見や事実を明ら

かにしてほしいといった声が届いています。た

だいま知事から、一連の問題に関する謝罪と経

緯の説明がありましたが、私は、新聞報道やプ

レスリリース、フェイスブックなどを見て質問

をまとめさせていただきました。知事の発言と

重なる部分もありますが、何点か質問をさせて

いただきます。

まずは、改めてこれまでの経緯を伺い、問題

点を整理していきたいと思います。

事の発端は、先ほど説明もあったように、知

事が12月30日頃から喉の痛みを感じていたにも

かかわらず、31日から元日にかけて初詣などに

出かけられたことではないでしょうか。

くしくも知事は、年末の12月27日、医療非常

事態宣言の発令に関する記者会見の場におい

て、県民に対して、混雑した場所や感染リスク

の高い場所への外出・移動は控えること、ま

た、少しでも体調に異変がある場合も出勤や登

校など外出・移動は控えることを要請しておら

れました。にもかかわらず、知事自らがその要

請に反する行動を取ってしまったことになりま

すが、あまりにも軽率な行動ではなかったかと

思います。改めて、体調に異変を感じている中

で外出をし、しかも、多くの人出が見込まれる

初詣になぜ出かけられたのか、説明をお願いい

たします。

○知事（河野俊嗣君） 改めて、行動歴から御

説明を申し上げるところであります。

12月29日、30日、これは後援会用務で県内各

地を訪れたところであります。また31日は、宮

﨑神宮、護国神社への参拝、そしてその後、宮

崎八幡宮の大祓式に参加をしております。１月

１日は、初詣のため宮﨑神宮、護国神社を訪れ

て、そのまま公舎で過ごしたところでございま

す。

選挙戦が大変激しい選挙の後ということもあ

りまして、それぞれ行った先々では多くの方か

ら、慰労の声、また「よかったですね」という

激励の声をいただいたところでございます。温

かい歓迎も受けたところでありますが、そうし

た中で、濃厚接触に該当するような行動はな

かったと考えております。

感染の症状として、先ほど御説明しましたよ

うに、振り返ってみれば、30日の夜から喉の痛

みというものが、それまでの喉のいがらっぽい

状況がありましたが、痛みがより強くなってき

たのかなというところ、これも深く反省をする

ところでありますが、議員の御指摘がありまし

たように、医療非常事態宣言が出され、体調に

異変がある場合は慎重な行動を求める中で、よ

り慎重な判断、そして行動というものが求めら

れていたということを、改めて深く反省すると

ころであります。

○横田照夫議員 知事の年末年始の行動の詳細

につきましては、先ほどの説明でも理解いたし

ました。

一方で、今回の件では、不適切な情報提供の

在り方についても、非常に大きな問題として取

り上げられております。１月３日の宮崎日日新

聞に掲載された、１月１日の「知事の動き」の

記載内容や、１月２日に発出されたプレスリ
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リース、そして、その日に投稿された知事個人

のフェイスブックに関する部分です。

それぞれの段階における職員の動きであると

か知事の判断の経緯、そのタイミングを明らか

にし、問題点を整理するためにも、改めて時間

軸に沿った形で詳細を伺っていきたいと思いま

す。

まずは、宮崎日日新聞に掲載された「知事の

動き」についてですが、１月１日には、初詣に

出かけたことを掲載するよう宮日新聞社に依頼

していたにもかかわらず、１月２日に、知事の

コロナ感染が明らかになった後、職員が記載内

容の変更を相談するに至った経緯と、知事はそ

こにどう関わり、どういう判断をしておられた

のか、実際の対応状況について、できるだけ詳

しく説明してください。

○知事（河野俊嗣君） まず、「知事の動き」

の原稿の作成に当たりましては、登庁日でな

い、例えば日曜日とか休みの日に関しまして

は、どのような記載事項があるかというのを、

職員から私に確認が参ります。したがいまし

て、今御指摘がありました１月１日の内容につ

きましては、私から、１月１日には初詣があっ

たということを伝えた内容でございます。

そして今、これも反省でございます。もとも

とこの初詣というのが、通常「知事の動き」に

載せるべき政務ないし公務に値するものではあ

りませんので、載せるかどうか、最初その情報

提供を迷ったところでございます。ただ、今年

は年末年始を県内で過ごして、初詣も行かな

かったんだろうかと、その「知事の動き」を御

覧になった読者の方が思われるのではないか

と、そこはやはりちゃんと行ったということを

お伝えすべきではないかということで、少し迷

う中でそれを提供したところがございます。

それが後の判断を誤らせた部分はございます

が。したがいまして、その１月１日の初詣につ

きましては、１月１日の夜の時点で、先ほど御

報告しましたように「14時、宮﨑神宮、護国神

社に初詣、終了後、公舎へ」と報告をしたとこ

ろであります。

ただ、その後２日の朝に私のコロナ陽性が判

明した後、職員から宮日新聞社に対してメール

と電話で、その記載内容について、「終日、公

舎などで過ごす」という記載内容の変更を、相

談を差し上げたところであります。

その宮日新聞社に相談をする前に、私に対し

て職員から相談があったところであります。具

体的には、「差し替えが可能ならば、記載内容

の変更の相談をしていいか」というような内容

でございました。私としては、その対応に少し

「ん？」という思いがありましたが、「仕方な

いのかな」という表現で返しております。「仕

方ないかな、もし差し替え可能なら」というよ

うな曖昧な投げかけをしております。

これについて少し説明をさせていただきます

と、職員とのメール等でのやり取りの中で、私

は内容を確認して了解をした場合には、「了解

しました」、もしくは「了解です」という表現

をしております。それ以外の表現をした場合

は、少し問題を投げかけて、どうなんだろうか

というような思いを伝えるというのを慣行とし

て行っておったところでありまして、先ほど冒

頭に反省を申し上げたところでありますが、明

確に否定すべき内容のものを曖昧なまま返して

しまったというところが、問題の発端であろう

かと考えております。

いずれにせよ、コロナに感染したであろう時

期の行動についての情報提供でありますので、

より慎重に判断し、より適切・正確な情報提供
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が必要であったと反省をしているところでござ

います。

○横田照夫議員 「知事の動き」に関する掲載

内容の調整が行われた一方で、１月２日には知

事がコロナに感染したことをお知らせするプレ

スリリースが発出されております。その中で

も、知事の行動履歴に関する記載がありました

が、知事が初詣等に出かけていた事実は伏せら

れ、「公舎などで過ごす」とのみ記載されてい

ました。

このプレスリリースに行動履歴の詳細が掲載

されなかった経緯と、そこに至るまでの知事の

対応状況について詳しく説明をしてください。

○知事（河野俊嗣君） プレスリリースの調整

につきましても、事前に職員から記載内容につ

いて確認があったところであります。それにつ

いて、これも私も明確な判断をすることができ

なかったということを強く反省をしておりま

す。

県民に不安を与えるのはどうなのかという考

えが一方にある中で、私としては、あくまでコ

ロナ感染に伴う発表でありまして、初詣で多く

の方にもお会いしているので、事実を掲載する

必要はないのだろうかという思いもございまし

た。

職員の最初のプレスリリースの案の投げかけ

に対して、「初詣に関して記載しなくていいの

だろうか」という、これは先ほどよりもう少し

強い疑問として投げかけをしているところであ

ります。

また、もう一つの反省点でありますが、「31

日の宮崎八幡宮については、書かずともいい

か」というのを私のほうから返しております。

反省点としましては、これも、いわゆるその

「知事の動き」の記述というものと、それから

コロナに感染したその後の経緯を踏まえての情

報提供というものを少し混在してしまったとい

う反省がございます。

すなわち、「知事の動き」であれば、先ほど

初詣に関しては県民の関心もある、そこは情報

提供すべきではないかと。ただ大祓式について

は、たまたま参加したものであって、必ずし

も31日にそういう行為があったということを情

報提供しなくてもいいのではないかというその

ことと、ただ、コロナに感染をしていたであろ

う時期の行動でありますので、そこは適切に記

載すべきであったと考えておりますが、そこが

自分の頭の中でよく整理ができず、適切な判断

ができなかったものと考えておるところでござ

います。

私からの先ほど説明しました返信に対し、職

員からは、「外でもありマスクもしており、県

民に不安を与えるので書かなくてもいいと考え

ている」という返信が返ってきたところであり

ます。それを受けて、そのプレスリリースに関

しましては、「了解をしました」という表現で

返しております。

○横田照夫議員 次に、知事個人のフェイス

ブックの修正問題についてお聞きします。

知事は、宮日新聞社が「知事の動き」に初詣

のことを掲載することが判明した後に、フェイ

スブックの内容を修正し、初詣等に関する追加

の記述をしたとのことです。普通に考えれば、

３日付の新聞で初詣に行ったことが公になるこ

とが判明したので、つじつまを合わせるために

自身のフェイスブックを修正したと捉えられて

も仕方がないのではないでしょうか。フェイス

ブックの内容修正に至った経緯や理由について

説明してください。

○知事（河野俊嗣君） まず、このフェイス
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ブックの最初の投稿について御説明を申し上げ

ます。

あのプレスリリースが準備をされる中で、プ

レスリリースだけではお伝えし切れない、私は

当時どのように考えていたかという所感も含め

て、フェイスブックで発信し、お伝えしたいと

いうことで準備をしておったものであります。

そして、最初の投稿におきましては、そのプレ

スリリースの内容と整合を取る必要があると考

えまして、大祓式それから初詣については記述

をしないまま投稿しておりました。

その後、宮日新聞社から、記載内容の変更は

認められないという回答があったところで、改

めて、そこの時点で私としても反省し、初詣そ

れから大祓式を含む行動歴を追加で情報提供し

たものであります。

もともとの当初の原稿では、その２つとも含

めて準備しておったものを、プレスリリースに

合わせてそこを記載せずに投稿し、そして宮日

新聞社の拒否の回答を受けて、反省して追加を

したということであります。これについても、

対応が改めて迷走をしてしまったと考えており

ます。

本来は、そのプレスリリースを公式に修正し

て提供すべきものであったと、そのように考え

ておるところであります。

○横田照夫議員 ただいま、知事の行動等につ

いて説明をいただきましたが、今回の案件に対

する一連の対応は、非常に軽率で重大な誤り

だったと言わざるを得ません。これらの知事の

一連の行動には、やっぱり事実や情報を隠蔽す

る意図があったんじゃないかと考えてしまいま

すが、知事、どうだったのか答えてください。

○知事（河野俊嗣君） 御指摘は真摯に受け止

めますが、隠蔽する、意図的に隠すという意図

は一切ございませんでした。ただ、必要なタイ

ミングで適切な判断ができなかったことについ

ては、深く反省をしておるところでございま

す。

特に、今御説明申し上げましたが、通常の情

報提供とは異なり、私が感染したであろう時期

の情報提供につきましては、より正確にお伝え

するというところが必要なものと、そこで判断

がしっかりできなかったと、深く反省をしてい

るところでございます。

○横田照夫議員 隠蔽の意図はなかったという

ことですけど、知事が、職員からの提案に対し

て明確な判断、意思表示ができなかったという

ことは大きな問題であったと考えます。職員か

ら、「知事の動き」、プレスリリースに関する

内容作成、調整の提案があった際に、その対応

は間違っているときちんと指摘して、職員を正

しい方向に導いていくことが、県政を担うトッ

プとしての知事の役割だと思いますが、知事は

今回その役割を放棄してしまったと言えるので

はないでしょうか。また知事は、常々言われて

おりますように、対外的には、常在危機とか対

話と協働といった政治姿勢で臨んでおられます

が、一方で、県庁内部における知事の姿勢、職

員に対する接し方といった部分については、な

かなか県民に伝わっていないと思います。今回

の事案を踏まえて、県政を担うトップとしての

姿勢をどのように考えておられるのかを伺いま

す。

○知事（河野俊嗣君） 改めて、御指摘を真摯

に受け止めております。トップとして、職員か

ら様々な相談を受けたときに、適切な判断を下

していく、そして最終的に責任を取っていくと

いうのが、トップとしての在り方であろうかと

考えております。
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今回、自分がコロナ感染し、当時は38度ほど

の熱がある状況ではありましたが、そのような

中でも適切な判断を行っていくということが改

めて必要と感じております。また職員との間で

も、特に明日からは４期目に入るわけでござい

ます。この長くなることによってその緊張感と

いうものが失われることがあってはならないと

いうことを、私も選挙後の初登庁のときに申し

上げたところでございますが、改めて自分自

身、職員との間での緊張感、しっかりと議論し

適切な判断を行っていくこと、それを肝に銘じ

て、今回の事案を深く反省し肝に銘じ、誠心誠

意、今後、県政に取り組んでまいりたい、その

ように考えております。

○横田照夫議員 次に、知事の処分についてで

す。

先ほど知事から、自身の処分について、給料

の100％を２か月間減額するとの考えが示されま

した。正直びっくりしました。今回の処分内容

につきましては、県民からも非常に厳しい声が

ある中、なぜこのような処分内容を判断された

のか、知事自身の思いや考え方をお聞かせくだ

さい。

○知事（河野俊嗣君） 冒頭の謝罪の中で申し

上げましたように、年末年始の一連の私の誤っ

た判断、対応というものが、県民の皆様に大変

な御迷惑、御心配をおかけし、そして県政に対

する信頼を失墜させる、そのような重大な結果

に至ったということを重く受け止め、厳しく自

分自身を罰する必要があるという判断の下で、

このような処分というものを考えたところでご

ざいます。しっかりとその重みを受け止めなが

ら、今後の教訓としてまいりたい、そのように

考えております。

○横田照夫議員 最後の質問となります。知事

は、さきの県知事選挙で、激戦と言われる選挙

戦を勝ち抜いてこられました。これまでの３

期12年の知事の実績が多くの県民に評価された

結果であろうと思います。ところが、今回の一

連の不適切な対応によって、多くの県民の県政

に対する信用・信頼を損ね、特に河野知事に一

票を投じられた有権者の期待を裏切る形になっ

てしまいました。

もし今回の件が、選挙戦の前や、そのさなか

に起きていたとしたら、選挙の結果がどうなっ

ていたか分かりません。それほど重大な事案で

あるということを知事自身、しっかりと御確認

をしていただく必要があると思います。今後、

この失われた県政に対する信用・信頼を何とし

ても回復していただかなくてはいけません。

知事自身、どのように回復を図っていくの

か、有権者の皆様にきちんと説明をしてくださ

い。

○知事（河野俊嗣君） 今回の一連の誤った判

断、対応というものが、県政に対する信頼を失

墜させたことを大変重く受け止め、そして今御

指摘をいただきました様々な厳しい声というも

のが県庁にも寄せられておりますし、私自身の

ＳＮＳを通じても御指摘をいただいておるとこ

ろであります。

改めて、真摯にそういう厳しい声というもの

を受け止め、今回の反省というものを生かし

て、私自身が今後適切に判断をしていくという

こと、それに加えまして、適切な情報公開、情

報提供、これは県政運営、行政の基本であると

いうことを改めて肝に銘じながら、今後県政運

営に努めてまいりたいと考えております。

しっかりと仕事の面で結果を出していき、県

民の皆様に御理解をいただけるよう努めてまい

る所存であります。
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昨年、宮崎日日新聞が議員と○横田照夫議員

旧統一教会との関わりについてのアンケートを

取りました。そのアンケートに対して、私は

「関わったことがある」と回答しました。その

内容は、県議会で家庭教育支援条例をつくった

後、ある団体から私に家庭教育についての講演

依頼があり、自分たちがつくった条例の趣旨等

を理解していただくいい機会だと捉えて依頼を

受け、講演をさせていただきました。

でも、その会場の雰囲気に何かこう違和感を

感じまして、「もしかして統一教会ですか」と

尋ねたら、「そうです」と答えが返ってきまし

たので、「もう声をかけないでください」と

言って帰り、その後、一切の関わりはありませ

んといった内容でした。

その内容が新聞に掲載されましたが、私が関

わったことに対する批判は一切なく、逆に「正

直でよかった」という声ばかりでした。このよ

うに何でも正直に報告したほうが、いい結果に

つながるんじゃないかと思います。

河野知事には、今回の行動に対して猛省をし

ていただくのは当然ですが、私たち周りにいる

者も、今回の出来事を他山の石と捉えて、県民

からの信頼を得るに値する行動を取っていきた

いものだと考えます。

私の質問は以上です。ありがとうございまし

た。

次に、県民連合宮崎、岩切達○二見康之座長

哉議員。

会派を代表して質問いたしま○岩切達哉議員

す。

最初に、今般、知事動静に係る広報内容を変

更依頼した問題の、発生段階での判断でありま

すが、新聞報道と今日の説明によれば、秘書広

報課から直接、知事にそうすることについて相

談があり、知事は熱がある中、曖昧な返事をし

てしまったということであります。

秘書広報課職員が知事に判断を求めたという

ことですけれども、知事がコロナに罹患したと

きに、執行部内では一つの危機管理体制が取ら

れる必要があると私は思います。

執行部ではそのような体制になっていないの

でしょうか。知事が病気になったり事故に遭わ

れたときにどのように支えるのか、危機管理体

制はどうなのか、まずその点を確認したいと思

います。総合政策部長か総務部長か、いずれか

で答えていただいて結構です。

今回のケース○総合政策部長（松浦直康君）

で申し上げますと、新聞社とのやり取りの中身

といいますのが、知事のプライベートな動きに

関するものであったということで、この内容に

ついて、担当職員と知事との間でのやり取りで

あったということでございます。

これが公務でありますとか、そういったとこ

ろまでの話であるということになれば、当然、

我々上司のほうにも相談があるということには

なっておるんですけれども、今回の場合はその

ような特別な条件があったということでござい

ます。

しかしながら、今回のようなお話であります

と、対外的に情報をどういうふうに出していく

のか、それを県としてどういうふうに出してい

くのかというところは、当然判断が必要である

ということでございますので、本来であれば、

しっかりと組織的に情報共有して、しかるべき

判断を、段階を追ってやっていくべきであった

と思っておりますし、それは我々事務方として

の事務運営の中での反省であると思っておりま

す。

そういう意味で、休日、そういった特別な状
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況の中での判断の仕方について、曖昧な点が

あったと思っております。そういった点につい

ては、今後しっかりと見直しを行い、しっかり

とした対応ができるように進めてまいりたいと

思っております。

○岩切達哉議員 日常的に、知事に事故があっ

た場合、どのような体制を取るのかというよう

な質問の趣旨でございました。その点について

はいかがな準備がなされているんでしょうか。

○総合政策部長（松浦直康君） 御質問のよう

なケースであれば、当然、秘書広報課に情報が

入りまして、上司に話が来るということになっ

ておりますので、そのような体制は取られてい

ると考えております。

○岩切達哉議員 部長からの説明で、知事と秘

書広報課との直接のやり取りで判断がなされて

いった結果が、今回のような状況になっている

と理解しているんですけれども、やはりそこに

は、知事がコロナに罹患した時点で組織的な対

応というものがなされるべきだと、今、反省の

弁もありましたけれども、そこに不足があった

と思います。

そこをそう考えると、総合政策部に秘書広報

課と広報戦略室というのがあるんですけれど

も、この秘書広報課にある知事の秘書という業

務、知事動静の広報は秘書担当が行っているよ

うですが、広報戦略室の報道担当またはメディ

ア戦略担当という方がいらっしゃるようですけ

れども、知事の動静を―「知事の動き」です

けれども―県の広報戦略上に位置づけしてい

ないのか。つまりは、この動静報告は県の広報

戦略上にないのかを確認させてください。

○総合政策部長（松浦直康君） 県としての対

外的な情報を提供していく知事の動静につきま

しては、当然、県としてやっていくべき責任の

ある問題であると考えております。

それで、プレスリリースに関する部分につい

て、知事がコロナに感染されたという情報は、

私のところにも参りました。それについては、

プレスリリースが必要である、そして関係者に

しっかりと情報を伝えていって、それを周知し

ていく必要があるという判断の下に対応はした

ところでありますけれども、先ほど申し上げま

した新聞社とのやり取りのところについては、

それが欠けていたというところでございます。

それは、組織としての我々の反省点であると

思っております。

○岩切達哉議員 知事動静は、知事の公務、政

務、さらには私ごとも含めてどう仕分をして広

報するか、戦略上に必要な位置づけがあると思

います。

今、お話の中でいろいろ聞きましたけれど

も、そういう広報に際しての留意点というのは

どのように整理されているのか、確認させてく

ださい。

○総合政策部長（松浦直康君） 基本的には、

提供する情報といたしましては、公務が中心に

なりますけれども、後は政務の部分について

も、動静という部分については出しておりま

す。それから、公務、政務に関わる課題につい

て、個人として行動されたものについても、場

合によっては提供しているところでございま

す。そのほかのプライベートな動きについて

は、提供はしないという整理をしております。

○岩切達哉議員 曖昧さが残るようなお話なん

ですけれども、職員の判断が忖度などと批判さ

れております。今般のような、一度出した内容

を訂正してくれというものは過去にもあったん

でしょうか。

○総合政策部長（松浦直康君） 知事の動静に
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関する部分でございます。結果としてどういう

動きをされたかということが、事前に報告をし

ておった動きから違っていたとか、そういう場

合については当然、訂正をお願いしないといけ

ないということになります。それ以外の部分に

ついては、基本的には訂正するべきではありま

せんし、これまではそういったことはなかった

と認識しております。

○岩切達哉議員 ３日付新聞では、コロナに罹

患したということで、初詣も含めて報道されて

いるんですけれども、２日後に訂正の依頼が

あったというような内容での記事掲載になりま

した。

この２日間の中で、その訂正を依頼したとい

うことに対しての批判をされる形になってきた

わけなんですけれども、その間の県と報道機関

との間のやり取りはいかがだったのかをお聞か

せください。

○総合政策部長（松浦直康君） 私の記憶でご

ざいますけれども、知事がコロナにかかられた

という一報が、２日の日に私にありました。そ

れで、できる限りその日のうちにプレスリリー

スまで持っていきたいということで、そういう

処理を担当職員にもお願いしたところでありま

す。同時に並行して、「知事の動き」に関し

て、その日のうちだったと思いますけれども、

新聞社とのやり取りがあったということを、後

日、報告を受けたところであります。

○岩切達哉議員 新聞社と秘書広報課とのやり

取りが、あつれきといいますか、お互いに思い

をぶつけ合うような関係性になってしまって、

問題だと、こうなったのか、新聞社さんのほう

の判断もおありだろうと思います。今般、個人

名も含めて記事になりました。非常に扱いとし

ては厳しい取扱いになっております。

そういう意味で、今般の内容が、要は忖度だ

とか、いろいろ隠蔽だとか評価されますけれど

も、どうにも説明を聞く範囲ではそうでもない

部分もある。ところが、その辺が十分には書か

れていなくて、記事には、結果的には秘書広報

課に非がある印象で掲出になっています。

改めて聞きますけれども、県担当者と当該報

道機関の間にあつれきがあったのではないかと

思いますが、いかがでしょうか。

○総合政策部長（松浦直康君） その点につき

ましては、私もその新聞を最初に見たときに

びっくりしまして、同じような可能性といいま

すか、そういったものが頭に浮かんだところで

ありますので、直接、新聞社の方にもお話を

伺って、そういうような、気持ちの上でのあつ

れきみたいなのがあったんですかということは

お伺いしましたけれども、それはありませんと

いうようなことでお答えをいただいたところで

ございます。

○岩切達哉議員 最後に、知事御自身の自分に

対する処分の問題ですけれども、私として

は、100％、２か月という処遇については、犯し

た出来事に対して大き過ぎるというような印象

も今、持っています。ただ、これから条例等も

出されていく経過の中で、また多くの有権者か

らも声を聞いて判断をしていくことになると思

いますけれども、知事自身、適切な処分と考え

ておられるのか、いま一度確認させてくださ

い。

○知事（河野俊嗣君） 一連の誤った判断、対

応というものが、著しく県政に対する信用の失

墜につながったということを重く受け止め、判

断したものでございます。

○岩切達哉議員 今後、また２月に議論をさせ

ていただきたいと思います。
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この危機管理体制と連携の在り方、そこが問

題だったと思います。県民にしっかりと広報す

べきは広報する、情報はできるだけ公開すると

いう方針を県は持っていただいて、そういう形

をしっかりベストなものに持っていかれるよう

に求めまして、質問を終わらせていただきま

す。ありがとうございました。

○二見康之座長 次に、公明党、河野哲也議

員。

○河野哲也議員 公明党宮崎県議団の河野でご

ざいます。質問の機会をいただきましたので、

前のお二人の質問との重複を避け、一点だけ知

事にお伺いします。

本県は、新型コロナ第８波の感染拡大に伴

い、昨年暮れの12月27日より医療非常事態宣言

を発令し、現在もその最中であります。

第７波以前と比較して、第８波では、死亡者

数が増加していること、特に直近１週間の10万

人当たりの新規感染者数については、今年に

入って13日連続で全国最多を記録するなど、本

県は、他県と比べても大変厳しい感染状況が続

いています。こうした中で、知事には、県民に

対して注意喚起を促す、より積極的な発信が求

められているものと考えます。

第６波、第７波のときには、適時適切に知事

が会見を開き、県民へのメッセージが発信され

ていたことを記憶しておりますが、今年に入っ

て感染症対策に関する知事の会見が一度も開か

れていないことを、私どもは大変懸念しており

ます。

今後、県から県民への感染対策のメッセージ

の発信をどう考えておられるのか、お伺いしま

す。

○知事（河野俊嗣君） コロナも含めまして、

県民の命と健康を守ることは、県にとりまして

重要な職務であると考えておるところでござい

ます。

御指摘のように、この第８波、この年末から

年始にかけて、本県は厳しい状況が続いている

ところでございます。何とか医療関係者の御協

力もいただきながら、それを受け止めて、ぎり

ぎりのところで対応を図っているところでござ

います。しっかりと、今後とも適切な情報提

供、注意喚起に努めてまいりたいと考えておる

ところであります。

直近この２～３日は多少減少傾向というもの

が見られますが、それでも引き続き、医療現場

への負荷は極めて高いものがある。そして、特

に高齢者施設等でのクラスターの発生により、

命に関わる事例というものが続いているという

ことを重く受け止めているところであります。

今、国におきましては、５類への見直しとい

うところも議論されているところでございま

す。しっかりと今後とも、県内の状況というも

のをよく見極めた上で適切に情報提供し、また

今後の取扱い等につきましても、国ともしっか

り議論を進めてまいりたい、そのように考えて

おります。

○河野哲也議員 感染症から県民の命を守ると

いう明確な行動を、ぜひ示していただきたいと

考えております。

以上で終わります。

○二見康之座長 次に、日本共産党、来住一人

議員。

○来住一人議員 日本共産党を代表して、一つ

二つ質問いたします。

今回の問題は、私は決して単純なミスや思い

込みによるものではない、結果的には、故意に

うその情報を流そうとしたものであって、知事

としての資質が問われる重大な問題だと、この
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ように思います。それだけにはとどまらないと

思います。県が発表する情報の信頼性が問われ

ても仕方のない問題だと思います。

なぜこの誤った判断をしたのか、この最も重

要なことについて、今日、知事はお話しされて

いないと思います。私はそう思います。内容を

見ますと、県民に無用な不安をかけるのはどう

かという理由は、これは職員の思いであって知

事の思いではなかったわけです。

意図的に隠す考えはなかったと、このように

発言をされましたけど、結果的には意図的に隠

すことになったのではないかと思います。なぜ

かというと、あなたが本心を語っていないから

なんです。

改めて質問いたしますけど、なぜ誤った判断

をしたのか、その原因を正直にお話しされたほ

うがいいと私は思います。熱が高くてもう意識

がなかったと、事実上は。それが事実だった

ら、そのことをお話しされればいいと思いま

す。しかし、30何度とか言われていましたか

ら、ある程度の判断はできたはずだと思いま

す。ですから、なぜ誤った判断をしたのかとい

うことについて、やっぱりもっとあなたの言葉

で正直にお話しされたほうがいいと私は思いま

すが、まずそのことについてお聞きします。

○知事（河野俊嗣君） 御指摘を真摯に受け止

めているところでございます。職員からの相談

に対し、自分として適切な判断ができなかった

ということを深く反省しておるところでござい

ます。

自分のフェイスブックも含めて、可能な限り

情報提供したいという思いというものがござい

ましたが、その対応の在り方、判断が適切にで

きなかったということを深く反省しておるとこ

ろでございます。

○来住一人議員 時間がありませんから……。

今の答弁を聞いていても、全然私には伝わって

きません、あなたの話は。さっき横田さんが統

一教会との話をお話しされました。非常に正確

です。信用がありますから、本当にそれは響い

てきます。あなたの今の答弁は全く響いてこな

いと思います。県民が一番知りたいこと、そし

て今後、こうした誤りを再び起こさないという

ためにも、その原因、真実というものを語って

いかなければ、私はまた同じ誤りを犯すという

ことになるのじゃないかと思います。

最後に改めてお聞きしますけど、この「知事

の動き」という、これはあなたがもう今４期目

になりますけど、最初からずっとあったんだろ

うと思うんです。これまでに事実と違うものを

流したことはないのか。ここまで信用を失うわ

けです、あなた方がちゃんとしないと。本当の

ことを言っているのかということになると思い

ますので、改めてこの点については、これまで

の知事動向の発表については誤りはなかったの

かということを確認しておきたいと思います。

○総合政策部長（松浦直康君） 知事のその日

の動きについての情報の提供、結果の提供であ

りますので、事前にお知らせしていたものが

違っていた場合は当然、修正をいたします。そ

れ以外についての修正等を頼んだことは、これ

まではないということでございます。

○二見康之座長 次に、県民の声、井上紀代子

議員。

○井上紀代子議員 今回の問題は、全国のニ

ュースなどで取り上げられ、これまで知事や職

員の皆さん、県議会や市町村、関係団体が一丸

となって築いてきた本県のイメージに大きな影

響があったのではないかと、大変危惧をしてい

ます。また、今回の件では、職員の対応につい
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て、驚くことに実名報道されておりますが、私

としては、大変つらい思いで拝見いたしまし

た。

私は長年の議員活動の中で、県職員の皆さん

が県勢の発展のために懸命に仕事に取り組んで

いる姿を目の当たりにしてきました。私は今回

の問題は、そもそも知事の軽率な行動が原因で

あり、その後の判断の甘さが招いたのではない

かと思っております。そして、その責任は、ひ

とえに知事自身にあるのではないかと考えてい

ますが、改めて知事の認識をお聞かせくださ

い。

○知事（河野俊嗣君） 全く御指摘のとおりで

あります。全ては私が適切な判断、対応ができ

なかったこと、そこに原因があるものと深く反

省をしております。

○井上紀代子議員 職員と、もっとしっかりと

コミュニケーションを取っていただいて、二度

とこのような事態を起こさないよう願っていま

す。

本日１月20日は、図らずも知事の３期目の任

期満了日であり、明日からは４期目の河野県政

がスタートするという節目の日でもあります。

さきの知事選挙では、県勢発展のためには県政

のかじ取りを河野さんに託したいとの気持ちか

ら、多くの方が熱心に知事を支援されてきたと

思います。また県民の皆さんも、宮崎の将来は

どうあるべきかを熟慮し、それぞれの思いを胸

に各候補に一票を投じられ、その結果、知事は

４期目を担うことになりました。

先ほど知事から、説明や反省の言葉をお聞き

しましたが、私にも大きな厳しい声が届いてい

ます。今回の知事の行動や対応については、支

援された方や多くの県民も落胆されているので

はないかと思います。今回失った信頼を取り戻

すには、明日からの４期目について、政治家と

して知事として成果を出していくことが大切で

あると考えますが、どのような姿勢で県政を

担っていくのか、知事の決意を伺います。

○知事（河野俊嗣君） 御指摘を重く、また真

摯に受け止めているところでございます。

今回の事案というものを深く反省し、それを

教訓として、適切な判断、それから徹底的な情

報公開に努めるという姿勢で取り組むととも

に、この選挙で寄せられた県民の皆様の期待に

応えるためにも、しっかり仕事の中で結果を出

していき、宮崎県勢の発展につながるよう、４

期目の仕事に誠心誠意取り組んでまいりたい、

そのように考えております。

○井上紀代子議員 知事は、県民のリーダーと

して、県民が不安を持ったり疑問を持つような

ことは決してしてはならないと思います。宮崎

県のかじ取りを託されたということを、いま一

度自覚していただき、県勢発展のために職務に

邁進していただきたいと思います。

私からの発言は以上です。

○二見康之座長 次に、無所属の会チームひむ

か、図師博規議員。

○図師博規議員 今回の秘書広報課職員が行っ

た一連の動きですけれども、知事はこれを、自

身をおとしめようとして職員が動いたものなの

か、それとも知事を守ろうとして動いたものな

のか、どちらだとお考えでしょうか。

○知事（河野俊嗣君） 県職員としての職責を

果たす、そのような考えの下で行動したものと

考えております。

○図師博規議員 私も、知事を献身的に守ろう

と思った職員が必死に動いた内容だと思ってお

ります。であればなおのこと、今度は知事がそ

の職員を守るべきときだと考えますが、知事は
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全責任は自分にあると申されつつも、またプレ

ス発表の中では、初詣の記載をしなくてもいい

ということを了承されつつも、自身の本日の処

分を発表する前に、その秘書広報課の職員を処

分されております。なぜそういうことをされた

んでしょうか。

○知事（河野俊嗣君） タイミングについて前

後があったということは、御指摘を受け止めて

おるところでございますが、今回の一連の対応

で、それぞれ反省すべきは反省し、必要な処分

を行う、その方針の下で実施したものでござい

ます。

○図師博規議員 職員に厳重注意という処分を

されておりますが、誰が決めたんでしょうか。

○総合政策部長（松浦直康君） 職員の注意の

在り方につきまして、総務部と協議した結果と

して、業務執行の中での対応として、上司に報

告が適切になされないところがあったというこ

とでありますので、そこの部分について、私か

ら担当職員に注意をしたということでございま

す。

○図師博規議員 総合政策部長のほうからの注

意だったということですが、先ほど総合政策部

長の答弁を聞いておったときに考えたんですけ

れども、今回１月２日にプレスリリースをされ

ている内容に関して、知事は、初詣の記載を載

せなくていいという了承をされていますが、総

合政策部長は、それは正確にプレスリリースす

べきではないかという具申をしたんだけれど

も、それが覆ったというような理解をしてし

まっているんですが、それが間違っておれば教

えてください。

○総合政策部長（松浦直康君） 私のところに

プレスリリースの最終案の確認が来ております

ので、その内容を見て確認したということであ

りますけれども、知事が初詣に行かれた、行か

れないというようなところの関係については、

私は承知しておりませんでしたので、その内容

でいいというような確認をしたところでござい

ます。

○図師博規議員 じゃあ総合政策部長は、その

初詣の記載がなかったことは、そのとおりの行

動を知事がされていたんだという理解だったん

でしょうか。

○総合政策部長（松浦直康君） 記載内容のと

おりだと理解をしておりました。

○図師博規議員 それでは、知事は今日、御自

身の処分を発表されましたが、ここに至るまで

に、処分内容につきましては、他県の例等を参

考にして判断したいというようなことも発言さ

れておったと思うんですが、どこの例を取られ

て、またその同等内容と判断されたのか教えて

ください。

○知事（河野俊嗣君） これにつきましては、

先ほど御説明申し上げましたように、今回の事

案に対する自分の反省というものを深く認識し

た上で判断をしたものでございます。

○図師博規議員 他県の例とかいうのは、もう

一切関係ないということでしょうか。

○知事（河野俊嗣君） 本県の過去の事例も含

めて情報自体は入手いたしましたが、あくまで

も、最終的に自分の判断でこのような処分を決

定したところでございます。

○図師博規議員 今日までその処分の判断がず

れ込んだというのは、何か理由があったんで

しょうか。

○知事（河野俊嗣君） 発表するタイミングと

いうものを、様々な考慮を行いながら調整し、

県民の代表であります県議会の皆様に説明をす

るこの機会を捉まえて発表したということでご
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ざいます。

○図師博規議員 私は、素早く自分の身を処

し、また職員を守ると。先ほど別の議員からの

発言もありましたが、やっぱり職員は一生懸命

働いています。その職員を先に処分しておい

て、自分の身がまだはっきりしないということ

について、私は職員さんのモチベーションが上

がるはずはないだろうと思っております。

最後に、医療非常事態宣言発令中でありま

す。そして、マスコミや県ホームページなど

で、少しでも体調に異変がある場合には出勤や

登校など外出・移動などは控えてくださいとい

うことを、県は県民の皆さんにお願いしている

わけであります。

知事は今後、どういうような姿勢、また発信

をもって県民にこのコロナ対策を訴えていかれ

るのか、教えてください。

○知事（河野俊嗣君） 自分の判断と対応の誤

りというものを教訓にしながら、しっかりと行

うべき対応というものを、自分自身これから律

するとともに、このコロナ、今後感染拡大防止

に向けて、しっかりと理解を求めていく、対応

を求めていく、そして、県民の命と健康を守る

取組というものを真摯に取り組んでまいりたい

と考えております。

○図師博規議員 以上です。

○二見康之座長 以上で質問を終わります。

◎ その他

○二見康之座長 最後に、その他で何かござい

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○二見康之座長 ないようですので……。

〔知事挙手〕

○二見康之座長 知事。

○知事（河野俊嗣君） 改めて、本日は大変お

忙しい中、この全員協議会での説明の機会を頂

戴しましたことに、重ねて感謝を申し上げま

す。

先ほど、一連の様々な御指摘、御質問をいた

だきました。真摯に受け止め、また様々な形で

寄せられております県民の皆様の厳しい御指摘

も真摯に受け止め、今回の事案というものを深

く反省し、今後の県政運営に生かしてまいりま

す。

適切な判断を行い、そして適切かつ迅速、正

確な情報提供に努めていく、そのことが県政に

対する信頼というものにつながっていくという

ことを改めて肝に銘じ、県民の皆様から託して

いただきました、明日から始まります４期目に

当たりまして、しっかりと、コロナ、物価高等

で大変な厳しい状況の中での社会経済の回復に

向けて結果を出してまいりたいと考えておりま

す。

今後とも、県議会の皆様におかれましては、

様々な面で御指導を願いますとともに、県民の

皆様におかれましても、御理解と御協力を賜り

ますよう、心よりお願い申し上げます。今日は

ありがとうございました。

◎ 閉 会

○二見康之座長 以上で、本日の会議を閉会い

たします。御協力ありがとうございました。

午後２時５分閉会
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